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道
議
会
第
三
回
定
例
会
が
九

月
十
二
日
か
ら
開
催
さ
れ
、
委

員
会
人
事
に
お
い
て
、
予
算
特

別
委
員
会
第
一
分
科
会
（
総
務

部
、
知
事
政
策
部
、
企
画
振
興

部
、
環
境
生
活
部
、
保
健
福
祉

部
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
人
事

委
員
会
、
公
安
委
員
会
、
出
納

局
、
監
査
委
員
会
、
企
業
局
を

所
管
）
の
副
委
員
長
の
任
を
仰

せ
つ
か
り
ま
し
た
。

　

予
算
特
別
委
員
会
は
、
と
り

わ
け
夕
張
市
を
含
め
た
旧
産
炭

地
問
題
や
、
道
の
財
政
運
営
、

認
定
こ
ど
も
園
条
例
、
障
が
い

者
自
立
支
援
に
関
わ
る
認
定
や

施
設
整
備
・
雇
用
問
題
、
環
境

税
の
本
格
導
入
に
関
わ
る
諸
課

題
の
他
、
公
立
病
院
に
お
け
る

医
師
不
足
の
改
善
等
に
質
問
が

集
中
し
、
自
ら
も
「
認
定
こ
ど

も
園
条
例
」
に
関
わ
る
質
疑
を

行
い
、
部
長
答
弁
に
納
得
せ
ず

知
事
総
括
質
疑
に
保
留
、
さ
ら

に
負
託
委
員
会
に
お
い
て
附
帯

意
見
を
付
す
な
ど
、
こ
の
定
例

会
で
も
初
め
て
の
経
験
の
連
続

で
し
た
が
、
徐
々
に
道
議
会
の

仕
組
み
や
全
体
像
が
つ
か
め
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
会
で
は
委
員
長

を
補
佐
し
、
理
事
会
で
は
各
会

派
へ
の
協
力
依
頼
や
、
会
議
の

効
率
的
か
つ
公
平
な
運
営
に
留

意
す
る
な
ど
こ
れ
も
初
め
て
の

経
験
で
は
あ
り
ま
し
た
が
無
事

に
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

道
議
と
な
り
、
わ
ず
か
八
カ

月
で
予
算
委
員
会
・
副
委
員
長

に
就
任
し
た
の
は
、
過
去
に
例

が
な
く
、
新
記
録
の
よ
う
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
発
言
の
影
響
力
も

小
さ
な
も
の
で
す
が
、
諸
先
輩

の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
様

々
な
経
験
を
積
み
重
ね
な
が
ら

少
し
ず
つ
成
長
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
皆
様
に
と
っ
て
必
要
と
さ

れ
る
道
議
会
議
員
を
目
指
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

北
海
道
議
会
議
員

高　

橋　
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「
保
育
に
欠
け
る
子
」
を
保
育

す
る
保
育
所
と
、
「
幼
児
教
育
」

を
行
う
幼
稚
園
を
合
体
さ
せ
、
保

育
に
欠
け
る
子
も
欠
け
な
い
子
も

入
園
さ
せ
、
入
園
も
保
育
料
も
施

設
と
の
直
接
契
約
と
い
う
「
認
定

こ
ど
も
園
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

道
は
認
定
基
準
の
条
例
を
作
り
、

第
３
回
定
例
会
に
提
案
し
ま
し
た

が
、
地
域
理
解
も
不
十
分
な
ま
ま

の
拙
速
な
や
り
方
に
多
く
の
不
満

が
出
て
い
ま
す
。　

委
員
会
で
も
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内
容
の
不
十
分
さ
や
施
行
日
の
先

送
り
を
質
問
し
ま
し
た
が
、
「
国

が
十
月
施
行
だ
か
ら
」
と
自
主
性

無
き
答
弁
（
半
分
以
上
の
府
県
の

施
行
日
は
十
二
月
以
降
）。や
む
な

く
委
員
会
か
ら
は
「
附
帯
意
見
」

を
付
す
こ
と
に
…
。
知
事
が
国
指

向
な
ら
管
理
職
も
か
。
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指
針
の
中
身
は
、
一
学
年
三
間

口
以
下
は
統
廃
合
の
対
象
、
暫
定

二
間
口
は
廃
止
、
一
間
口
は
廃
校
。

存
続
を
希
望
す
る
市
町
村
は
道
立

か
ら
市
町
村
立
へ
の
移
管
を
受
け

る
か
、
通
学
状
況
や
生
徒
の
在
籍

状
況
（
一
学
年
２
学
級
以
下
）
に

応
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
校
化
（
同
一
通

学
区
域
内
の
一
学
年
四
学
級
以
上

の
セ
ン
タ
ー
校
か
ら
、
出
張
授
業

や
沿
革
授
業
な
ど
を
行
う
）
を
検

討
す
る
と
い
う
も
の
。

　

道
教
委
は
「
地
元
の
意
見
を
充

分
聞
き
た
い
」
と
言
っ
て
は
い
ま

す
が
、
今
ま
で
開
催
さ
れ
た
「
地

域
意
見
を
聞
く
会
」
で
は
、
ほ
と

ん
ど
が
地
域
の
高
校
を
残
し
て
欲

し
い
と
い
う
意
見
で
あ
る
に
も
係

わ
ら
ず
、
少
子
化
を
盾
に
、
将
来

を
見
据
え

た
指
針
だ

と
譲
る
考

え
も
な
い
。

　

地
域
意

見
を
聞
く

会
は
ア
リ

バ
イ
作
り

な
の
か
。
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（
◎
は
政
審
発
議
、

　
　
　
　

○
は
委
員
会
発
議
）

◎
地
方
自
治
体
財
政
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見
書

◎
食
の
安
全
・
安
心
確
保
に
関

す
る
意
見
書

◎
難
病
医
療
費
適
用
範
囲
見
直

し
に
関
す
る
意
見
書

◎
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
全
国
配
備
の

新
法
制
定
を
求
め
る
意
見
書

○
私
学
助
成
制
度
に
係
る
財
源

措
置
の
充
実
強
化
に
関
す
る
意

見
書

○
北
方
四
島
周
辺
海
域
に
お
け

る
日
本
漁
船
の
銃
撃
・
拿
捕
事

件
に
関
す
る
意
見
書

※
会
派
は
、「
教
育
基
本
法
改
正

案
に
反
対
し
慎
重
審
議
を
求
め

る
意
見
書
」
、「
米
軍
戦
闘
機
訓

練
の
移
転
に
反
対
す
る
意
見

書
」
を
提
案
し
た
が
、
自
民
・

公
明
会
派
の
反
対
で
否
決
さ
れ

ま
し
た
。

斉藤佐知子（さいとうさちこ）
１９５９年函館市入船町に生まれる。４７歳
函館遺愛女子高等学校を経て，１９８１年北海道
立衛生学院を卒業し，函館市役所（市立函館
保健所）に採用
２００３年４月市議会議員に初当選し，現在１期目
所属会派～民主・市民ネット　所属委員会～
総務常任委員会
その他役職国際水産・海洋都市構想議員連盟
幹事

道畑　克雄（みちはたかつお）
（函館市議会議員候補予定者）
１９６１年札幌市に生まれる。４５歳
１９８０年函館東高校を卒業し，函館市役所に採
用。市役所労働組合副委員長などを歴任し，
現在は，道南平和運動フォーラム代表、２００７
年４月に執行される市議会議員選挙に立候
補予定。

第
３
回
定
例
道
議
会
で　
　

採
択
さ
れ
た
決
議
・
意
見
書
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福島恭二（ふくしまきょうじ）
１９３９年　木古内町で生まれる
１９６２年　函館市交通局入局
１９７０年　労働大学（通信教育）終了　
労組委員長を経て
１９８３年　函館市議選初出馬初当選（以降６期
上位当選）民生常任委員長、決算特別委員長、
会派議員会幹事長、会派議員会長
１９９５～１９９７年　市議会議長
１９９７年　函館圏公立大学広域連合議会議長
１９９８年　予算特別委員長、監査委員、　柏稜
高等学校ＰＴＡ会長等歴任
２００３～２００６年　市議会議長（前・後期）
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